
  

第 20 回 設楽ダム猛禽類検討会 

議事概要 

 

日時：令和 2 年 10 月 30 日（金） 14:00～16:00 

 

1．設楽ダム猛禽類検討会の経緯 

・これまでの検討会経緯等について報告した。 

 

2．令和２年（2020 年）繁殖シーズンの調査結果について 

・クマタカ A ペアについては、繁殖行動及び営巣木で幼鳥を確認したが、幼鳥の巣立ちは確

認されていないことを報告した。今シーズンは長期で降雨が続き、幼鳥の成長に必要な餌

が十分に捕れなかった可能性があるとの意見を頂いた。 

・クマタカ B ペアについては、幼鳥の巣立ち及び営巣木周辺での食痕及び糞痕を確認したこ

とを報告した。 

・クマタカ C ペアについては、繁殖行動及び幼鳥は確認されていないことを報告した。 

・クマタカ A ペアの北側では新たなクマタカペアを確認し、餌運搬等の繁殖行動がみられた

ものの、幼鳥は確認されていないことを報告した。 

・2020 年高利用域は、クマタカ A ペアは北側で縮小及び南側で拡大、クマタカ B ペア、クマ

タカ C ペアは変化なし、2020 営巣中心域は、クマタカ A ペア、クマタカ C ペアは変化な

し、クマタカ B ペアは南側で縮小を確認したことを報告した。 

・クマタカの餌動物について、これまでの食痕調査などから、鳥類が多く、次いで哺乳類、

爬虫類であったことを報告した。また、ダム事業による改変後の餌動物の状況の変化及び

生息環境の変化を確認することとの意見から、今後も確認していくこととした。 

・その他猛禽類のサシバ 2 ペアで巣内雛、ツミは探餌行動を確認した。サシバ及びツミ以外

の猛禽類については繁殖行動が確認されていないことを報告した。 

 

3．令和２年（2020 年）繁殖シーズンのモニタリング結果について 

・工事実施期間中の定点調査では、忌避、警戒と思われるような行動は見られなかったこと

を報告した。 

・クマタカ B ペアについては、直近の営巣木から 500m 以内での工事であるため、工事工程

の配慮や定点調査に加え補足のモニタリング調査で忌避、警戒行動の監視を行いながら

工事を進めた。その結果、工事実施日と工事休止日で出現傾向に変化が見られるものの、

忌避、警戒と思われるような行動は見られなかったことを報告した。工事実施日における

騒音・振動レベルは大きくないが、工事休止日と比べ行動範囲が広がっていることから探

餌行動等への影響を確認することとの意見から、調査日の時期や天候など属性情報を踏

まえた整理をすることとした。 

 



  

4．令和３年（2021 年）繁殖シーズンの調査計画（案）について 

・調査計画は、これまでと同様を基本とし、繁殖行動を確認した場合には林内踏査を行うこ

とと以下の留意点を加える計画について了解を得た。 

・クマタカ A ペアは令和元年（2019 年）シーズンで幼鳥の巣立ち、クマタカ C ペアは令和元

年（2019 年）シーズンで幼鳥が確認されていないことから、最近使用された営巣木周辺を

中心に繁殖動向及び行動範囲の把握に留意する。 

・その他猛禽類については、6 月までに繁殖行動が確認された場合に林内踏査など繁殖状況

の把握に留意する。 

 

5．クマタカの環境保全措置の対応方針について 

・クマタカ A ペアについては、直近の営巣木から 500m 以内で付替道路工事が予定されてい

ることから、環境保全措置や配慮事項の実施と合わせて個別の環境保全措置を検討し、工

事を行う場合には、モニタリングによる監視、工事計画・状況とモニタリング結果を適時

専門家へ報告し対応を検討する体制とすることを報告した。繁殖活動に影響を及ぼす時期

に施工を行う 500m 以内の樹木伐採について、極力影響を回避する対応が必要であるとの

意見から環境保全措置の検討結果を報告することとした。 

・クマタカ B ペアについては、直近の営巣木から 500m 以内で付替道路工事が予定されてい

ることから、環境保全措置や配慮事項の実施と合わせて個別の環境保全措置を検討し、工

事を行う場合には、モニタリングによる監視、工事計画・状況とモニタリング結果を適時

専門家へ報告し対応を検討する体制とすることとした。令和２年（2020 年）シーズンの繁

殖状況や繁殖活動に影響を及ぼす時期の発破作業を実施しない方針について了解を得た。 

・クマタカ C ペアについては、直近の営巣木から 500m 以内の工事は予定されていないこと

を報告した。今後の営巣木により工事との位置関係が変わるため工事実施中においても定

点調査を実施し、調査結果を適時専門家へ報告し対応を検討することとした。 

・繁殖活動に影響を及ぼす時期に施工を行う 500m 以内の工事について施工内容と施工時期

を報告し、影響の大きい工種の施工時期を長期的スケジュールで調整し、極力影響を回避

する対応について了解を得た。 

 

以 上 


